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別紙                    氏 名  丸山 幸子          

質 問 事 項 

 

№ １－１  

防災・減災対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 本年１月１日に発災しました能登半島地震から、５か月が経過いたしまし

た。被災地の様子も、発災直後からは復興に向けて進んでいますが、被災者

が元の生活に戻り、被災された市町が元に戻るには、まだまだ時間が掛かる

と感じます。こうして大きな災害が起きる度に、課題とされることが指摘さ

れ、私たちはより、防災・減災に対して学び、知識を深め、対策を講じてい

かなければなりません。この度の震災から見えてくる課題の中から、本市の

防災・減災対策について伺います。 

 

（１）災害時物資供給マニュアル策定について 

   令和２年から国が開発した、物資調達・輸送調整等支援システムの運

用が開始され、物資の支援要請から輸送状況の把握、在庫の管理が出来

るようになりました。電源や回線が寸断された場合には、従来のアナロ

グな支援要請が必要となるため、システムと併用しながら運用できる実

践的なマニュアルの策定調整を進めると令和４年12月議会でご答弁いた

だいておりますが、その後の策定状況について伺います。 

 

（２）協定先からの救援物資供給について 

   災害時の物資などの供給については、様々な企業などと協定を結んで

いますが、災害が起きたとき、実際どのように連携し物資を受け入れる

のかを伺います。 

 

（３）在宅避難、車中泊避難などの個別対応について 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子         

質 問 事 項 

 

№ １－２  

防災・減災対策について 

 （４）支援物資のマッチングについて 

   災害発生時、必要な時に必要なものを確実に届けるためには、マッチ

ングの仕組みがあれば無駄なく行えます。マッチングのシステム導入に

ついて伺います。 

 

（５）車中泊訓練について 

南海トラフ地震など大規模地震の発生に備え、車中泊避難を希望する

避難者の受入れ訓練を実施することにより、車中泊避難を行う際の課題

の把握や受入れ体制の確認を行うことが出来ます。実施についての見解

を伺います。 

 

（６）避難所としての中学校体育館の運用について 

 今年度、災害時に避難所となる中学校へのエアコン設置の費用が計上

されました。来年度、工事が行われる予定でありますが、避難所として

の運営方法などが明確になっておりません。中学校体育館は、どの地域

の市民が避難し、誰が主体となり運営するのかなど、避難所としての運

用について伺います。 

 

（７）災害支援金のキャッシュレス決済導入について 

   本市と輪島市は災害時の協定を締結していることから、本市独自の災

害支援金を多くの方からお寄せいただきました。一方で、現金を持ち歩

かない方からキャッシュレス決済があれば・・。とのお声もいただきま

した。今後、災害が発生し、市役所内に募金箱を設置する場合のキャッ

シュレス決済の導入について伺います。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                      氏 名  丸山 幸子                                 

質 問 事 項 

 

№  ２   

保育園における園児と保育士の環境について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 今年度の当初予算には、保育園の廊下床などを改修する予算が計上されま

した。園児、保護者及び職員が安全で快適に保育園を利用できるようにする

ため、老朽化している廊下や遊戯室の床を更新することとなっています。               

市内の保育園は老朽化している園が多く、保護者の方や保育士の先生から

の御要望をお聞きし、４月、現場を見学させていただきました。 

そこで、保育園における園児と保育士の環境について現状と今後について

伺います。 

 

（１）老朽化の現状について 

 

（２）保育士の休憩室の老朽化と改修について 

 

（３）絵本やおもちゃについて 

 

（４）絵本のリサイクル事業について 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子         

質 問 事 項 

 

№ ３－１  

不登校対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 文部科学省は、不登校児童生徒の学びの補償と支援を目的として、誰一人

取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（ＣＯＣＯＬＯプラン）を実

施しています。不登校児童生徒数は、この10年で増加し続け、特に近年は急

増しており、令和４年度は約30万人に上りました。 

 本市においても、様々な不登校対策に取り組んでおられますが、その現状

と学校現場の声からの課題、今後の更なる対策について伺います。 

 

（１）本市の不登校児童生徒の実態について 

   過去３年間の不登校児童生徒数の推移を伺います。 

 

（２）別室登校と校内支援ルームについて 

   別室登校と校内支援ルームの違いは、学校復帰を目的としているか否

かによるとされておりますが、現場の先生方からは、その違いが分から

ないとのお声をお寄せいただきました。生徒自身、または、保護者の方

が、学校復帰を目的としているのか自体が、明確に自分自身でも判断で

きないということはないでしょうか。 

別室登校と校内支援ルームの二つの教室を持つ意味について、また、

目的以外にルールなどの違いについて伺います。 

 

（３）教育支援センターについて 

   今年度より、設置されました教育支援センターの実態と課題について

伺います。 

  ア 登録児童生徒数と実態について 

  イ 相談件数について 

  ウ 今後の課題について 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子         

質 問 事 項 

 

№ ３－２  

不登校対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（４）心の小さなＳＯＳの早期発見について 

ＣＯＣＯＬＯプランには、アプリ等による、困難を抱える児童生徒の

支援や専門家の支援を活用した心や体調の変化の早期発見・早期支援を

目的とした「心の健康観察」の推進とあります。具体的な取組について

伺います。 

 

（５）教育メタバースの活用について 

   ＣＯＣＯＬＯプランの取組の中に、不登校により学びにアクセスでき

ない子供たちをゼロにすることを目指し「不登校の児童生徒全ての学び

の場を確保し、学びたい と思った時に学べる環境を整える」とありま

す。 

家から出ることのできない不登校児童生徒が、学びにアクセスするた

めには最近注目されていますメタバースの活用が有効であると考えま

す。 

メタバースは匿名で利用でき、アバターを使って気軽に参加できる仮

想空間であり、不登校の子どもたちにとって学ぶ場や居場所として適し

ています。不登校の子どもたちの約６割は、家から出ないひきこもりの

状態となっています。こうした現状の中、タブレットを活用した取組

は、不登校の児童生徒に新たな選択肢となり、孤立感を軽減するといっ

た効果も期待できます。 

この取組は全国でも広がりを見せており、県内でも名古屋市や春日井

市、大府市でも始まっています。本市においての導入のお考えをお聞き

します。 

  

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子         

質 問 事 項 

 

№  ４   

「コドマモ」アプリの普及促進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

「コドマモ」は、子どもをスマホで起きる犯罪や事故から守る無料アプリ

であります。わいせつな画像をスマホで撮影・保存した際、ＡＩが撮影デー

タを判別し、画像を削除するよう通知が表示されるとともに保護者に通知さ

れます。愛知県警の公式ホームページでも紹介されており、子どものわいせ

つな自撮りが拡散されるのを防ぐために作られました。 

昨年の７月から９月までの３か月間、長久手市の中学校において、全ての

生徒と保護者を対象にコドマモを試用するモデル事業が行われました。実施

後のアンケート結果によりますと、ＬＩＮＥやネット上で「怖い思いや嫌な

思いをした」経験のある中学生が121名（８%）おり、「自分の裸や下着姿の

写真を送るように言われた」中学生は27名、（1.8%）いる実態が判明しまし

た。そして、怖い思いや嫌な思いをしたことがあると答えた中学生のうち

「コドマモ」を利用した３人に２人が、「コドマモはわいせつ画像の送受信

に関する犯罪に巻き込まれないことに役立つと思うか？」の問いに「役に立

つと思う」と回答しています。 

子どもが犯罪に巻き込まれるのを防ぐため、「コドマモ」アプリの周知、

普及促進に努めていただきたいと思いますがお考えを伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


